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事業名 基幹システムの導入と社内ネットワーク構築事業 

 

事業概要 

弊社内にネットワークを構築し、各部門（営業・設計・製造・調達

など）を一括管理できる基幹システムの導入を目指す。 

全体

計画 

デジタル化によ

り目指す姿 

【効率化・見える化】 

導入したシステムを使用し、各部門の情報共有を行い組織の効率化

を行う。また、ネットワークを通じ、物理的に離れた営業先や本社

から製造現場の進捗状況が確認できるなど工場の見える化を行う。

さらに業務の効率化・低コスト化により生まれた人的・金銭的リソ

ースを〇〇部門に注力し、売り上げの向上を目指す。 

【情報・データ収集】 

 システム未導入部門にシステムを導入することや各部門を超えた

データ連携を行うことで、今まで得られなかった情報・データが取

得できる。この情報・データを用いて、正確な原価の見直しや、今

までベテラン社員の経験と勘に頼っていた業務を客観的なデータで

見直しをする等、業務のボトルネック改善につなげる。 

目指す姿に対す

る現状 

【設計部門（設計管理システム）】 

⇒●●社の〇〇システム（〇〇年度に導入〇〇年度に契約終了） 

【製造部門（製造管理システム）】 

⇒▲▲社の△△システム（〇〇年度に導入〇〇年度に契約終了） 

【調達部門（在庫管理システム・発注管理システム）】 

⇒システム未導入（エクセルでマクロを組んで管理） 

【工場内のネットワーク環境】 

⇒有線ＬＡＮが一部導入 

目指す姿に対す

る課題 

【弊社全体の課題】 

・調達部門と製造部門の連携がスムーズでなく、適切な在庫管理が

困難である。 

・営業部門、設計部門、製造部門と連携がスムーズでなく、工場の

生産余力や稼働率が見えにくく、受注機会を逃している。 

・営業部門や本社から設計・製造の進捗や状況が電話連絡以外の確

認方法がない。 

・古い設計書等が紙媒体であり、閲覧したい場合は物理的に離れた

設計書保管部屋まで探しに行かなければならない。 

【設計部門・製造部門の課題】 

上述のとおり、弊社では設計管理システム・製造管理システムがそ

れぞれ異なるＩＴベンダーのシステムが導入されている。そのため、

双方のシステムの連携がうまくいっておらず、以下の問題点（例示）

が生じている。 
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・設計情報を製造管理システムに落とし込みをする必要があるため、

手間・チェック等の工数が膨大にかかる。 

・設計部門と製造部門の情報交換が上手くいかず、両部門の打合せ

を頻繁にしなければならない。 

・設計変更を行う際等に、設計部門から製造部門の影響範囲がみえ

にくい。 

【調達部門の課題】 

また、在庫管理システム・発注管理システムが未導入であり、在庫

管理・発注管理を調達部門担当者のエクセルで行っている。 

課題を踏まえた

デジタル化計画 

営業→設計→調達・製造→納品の業務を一括管理可能なシステム

システム導入を行う（令和５年度〇月頃）。 

 工場内のネットワーク（※）整備、本社・営業先⇔工場のネット

ワークをつなぐ（令和４年度）。 

（※）今後、工場内についてはＩｏＴを導入のうえ、基幹システム

との連携やリモート監視の導入などスマート工場化も視野に入れて

いる。よって、工場内のネットワークは拡張性・冗長性のあるネッ

トワークを導入する。 

【効率化・見える化】 

導入したシステムを使用し、各部門の情報共有を行い組織の効率化

を行う。また、ネットワークを通じ、物理的に離れた営業先や本社

から製造現場の進捗状況が確認できるなど工場の見える化を行う。

さらに業務の効率化・低コスト化により生まれた人的・金銭的リソ

ースを〇〇部門に注力し、売り上げの向上を目指す。 

【情報・データ収集】 

 システム未導入部門にシステムを導入することや各部門を超えた

データ連携を行うことで、今まで得られなかった情報・データが取

得できる。この情報・データを用いて、正確な原価の見直しや、今

までベテラン社員の経験と勘に頼っていた業務を客観的なデータで

見直しをする等、業務のボトルネック改善につなげたい。 

今年

度の

取組

み 

取組内容 

今年度は以下の内容を実施したい（コンサルとの相談含む。） 

●補助対象 

【社内のネットワーク整備】 

 今年度、社内のネットワーク整備を行う。工場内については、前

述したが、スマート工場化を視野に入れ拡張性・冗長性があるネッ

トワークの整備を行う。 

【工場内の端末購入】 

 現状、工場内に十分な端末が整備されていないため、端末整備を

行う。 

【ＥＲＰ等システムの検証・操作教育】 

 基幹システム導入時期は令和５年度〇月頃であるが、スムーズに

システム導入するために、社内で動作検証や社員の操作教育等を行

う。 
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【紙媒体のデータ化】 

現在、旧システム以前に設計書等が紙媒体で保管されている。これ

をデータ化し（委託予定）、システム導入後に新システムから検索

可能にする。 

●補助対象外 

・社内全体のＤＸ計画の検討（社内ＤＸ推進ＷＧによる検討） 

期待される効果 

システムの導入される時期が来年度のため、今年度の効果は無い。 

しかし、来年度のシステム導入以降は以下の効果が期待できる。 

【短期的な効果】 

・営業部門 労働時間〇〇％削減 

・製造部門 労働時間〇〇％削減 

・設計部門 労働時間〇〇％削減 

・調達部門 労働時間〇〇％削減 

上記により生じた人的リソースは〇〇部門に注力する。 

※詳細・根拠は別添の資料のとおり 

【長期的な効果】 

・上記システム導入により詳細な業務データ収集が可能となる。こ

れにより、経営陣のよりきめ細やかな経営分析が実現し、コンサル

に依頼するなど経営分析のアウトソーシングが可能となる。 

・前述したが、今回拡張性・冗長性があるネットワークを工場内に

導入するため、基幹システムとの連携やリモート監視等を導入した

スマート工場化が実現可能となる。 

※ 書ききれない場合は、複数の用紙に記載すること。 

※ 必要に応じて別紙を用いること。 

 


